
3. 結果と考察
• ５歳児の思考スキル発揮を促す環境構成と援助例を「観点リスト」として整理した。 ※一部抜粋

1. 問題と目的
• 子どもの発達や学びの連続性の保障のため、幼児期から児童期の

資質・能力の育成をつなぐカリキュラムの編成や実施が求められ

ている（中央教育審議会,2023)1。

• 杉田・小野塚（2023)2は、小学校の学習指導要領から抽出された

19の思考スキル（泰山ほか,2014)3の発揮が5歳児の遊びに見られる

ことを明らかにした。※右図参照

• 幼児期の論理的な思考の芽生えを促すために、認知プロセスの意

識化が大切（大宮,2013)4であることや、人との関係性が大切（内田・

津金,2014)5とされるが、その方法は十分に明らかではない。

2. 方法
保育者の環境構成と援助を明らかにし、保育現場で活用しやすいものにする方法として、①～③の手順で

「観点リスト」を作成した。

① ５歳児の遊びに関する35の活動例について、子どもの思考スキルの発揮が想定される場面（杉田・小野塚，

2023）における保育者の環境構成や援助を抽出した。その際、保育者が19の思考スキルのうちどのスキル

の発揮の促しを企図したかを想定し、タグ付けした。

② タグ付けがされた環境構成・援助を思考スキル別に集約し、汎用的な環境構成と援助例を作成した。

③ 保育者と発表者により、保育現場における理解のしやすさを確認し「観点リスト」として一覧化した。

4. 研究の限界点
• 保育者の環境構成や援助が、実際に

はどの程度子どもの思考スキルの発
揮を促したのか、明らかではない。

• 資質・能力の育成を小学校段階にど
のように接続するかの議論が十分で
はない。

５歳児の思考力発揮を促す保育者の援助について

〇杉田美穂・小野塚若菜#（ベネッセ教育総合研究所）

「今まで経験的に行っていたことの意味が明確になった」
「保育計画の大切さが改めて理解できた」

「経験の浅い保育者にとっては援助のヒントになる」

５歳児の思考力を思考スキルの発揮と定義し、
その発揮を促す保育者の環境構成や援助につ
いて明らかにする。

保育者が、子どもの思考力を発揮する姿に気づき、
思考力の発揮を促す援助を見出す一助になる可能性が示された。
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思考スキル

そして保育者が現場で
活用しやすいものにしたい！

思考スキル 5歳児の活動例 保育者の環境構成と援助例

多面的にみる
多様な視点や観
点にたって対象
を見る

•身近な人との関わりのなかで、「相手はどう思
うだろう」とほかの人の思いを想像する。
•自らが経験し、興味をもったことについて、
もっと詳しく知りたくなり、図鑑で調べる。

• 子どもがこれまでの経験を思い起こして自分の気
持ちを十分に話すなかで、自分とは異なる気持ち
や考えがあることに気づくような声かけをする。

• 子どもの興味や発想に気づき、それらを広げたり
深めたりできるような環境を用意して見守る。

見通す
自らの行為の影
響を想定し ,適
切なものを選択
する

• 先の活動を見すえた行動をとったり、計画した
りする。

• 身近な事象や事柄について、次はこうなるので
はないか、または、なってほしいと予想をする
（根拠は感覚的なものであることが多い）。

• 身近な人を喜ばせようとして計画をしたり、
分かりやすいように伝え方を工夫したりする。

• 日頃の生活のなかで、子ども自らが見通しをもて
るような関わりをする。

• 子どもが関心をもったことについて見通しがもて
るように援助をし、納得がいくまで取り組めるよ
うにする。

• 身近な人を思いうかべ、その人が嬉しい気持ちに
なる関わり方を考えられるようにする。

観点リストを
使った

保育者の声
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